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はじめに

• オプテックスについて
• 経営理念
• グローバル業務改⾰・ビジネスモデル変⾰
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オプテックスは「安全・安⼼・快適」をコンセプトに、幅広い社会や産業の課題を解決する製品やサービスを提案してまいりました。
他社の追従が容易でない⾼い技術⼒、世界各国から収集されたデータをもとにしたノウハウの蓄積で圧倒的な差別化とユニークな解決
策を提供し、特定分野においてグローバルニッチNo.1を⽣み出し続けることを⽬標としています。
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オプテックスについて



経営理念

オプテックスの使命は、センシング技術を世界の安全・安⼼・快適な社会づくりに役⽴て、よりよい未来を築いていくことです。その
ために、私たちは、社会の潜在的なニーズや真の課題を⾒出し、独⾃のアイデアと確かな技術⼒で解決⼿段や新たな価値を提供します。

企業理念

PURPOSE

VISION

VALUE
ブランドステートメント
Sensing Innovation
センサー技術で豊かな未来を"感じ：Sensing"
あらたな価値を"創り出す：Innovation"

企業理念
未来への創造集団として、I.F.C.S.の快適⽣活に挑む
I･････Individual（個⼈）
F･････Family（家族）
C････Company（会社）
S･････Society（社会）

オプテックス・スピリット
・Creating（創造せよ）
・Outsourcing（外部を活かせ）
・Growing up（成⻑せよ）
・Being comfortable（ゆとりを持て）
・Establishing yourself（⾃⼰を確⽴せよ）
・Dreaming（夢を持て） PURPOSE

社会課題・特定市場課題をビジネスで解決し、
安⼼・安全・快適な社会・暮らしを世界中に！

VISION
特定⽤途向けセンサ＆ソリューションで
グローバルNo.1を次々に⽣み出していく会社に！
- Priority, Decision, Concentration, Action & Achievement -

オプテックス
スピリット

ブランド
ステートメント

5Copyright (C) 2022 OPTEX CO., LTD.



オプテックス株式会社
代表取締役社⻑

当社におけるDX

オプテックス株式会社は、創業以来磨き続けてきたセンシング技術と使⽤される環境や現場特有の課題を解決する現場⼒で、防犯・
⾃動ドア・環境などの分野でグローバルニッチNo.1の製品やサービスを世の中に提供し続けております。
いまやセンサーから得られるデータは、産業の不可⽋なファクターとなり、さらにデータに対する価値認識はますます⾼まっていま
す。ICTやIoT、クラウドの進展、普及により、センサーとインターネットは簡易に繋がるようになり、当社は、今までのモノの提供
に加え、センサーデータを利⽤したソリューション提案型のビジネスモデルに注⼒をしております。

また、製品やサービスのみならず、基幹システムやデジタルマーケティングにおいてもデータ連携を進め、
経営と事業の双⽅でDX（デジタルトランスフォーメーション）を推進しております。

オプテックスは、安全・安⼼・快適な社会に役⽴ち、よりよい未来を創造する集団として、お客様とともに
グローバルな成⻑とビジネスの発展に貢献してまいります。

管理の効率化、制御、状況判断、サービス向上といったさまざまなソリューションを構築、運⽤するパート
ナーとアライアンスや技術連携を進め、課題解決には「何が必要か」、「センシング要求は何か」など本質
のニーズやお客様への価値を模索し、技術とビジネスモデルを繋ぎ、ソリューション・サービスの提供を進
めております。
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グローバル業務改⾰（ Inner DX ）

グローバル業務改⾰・ビジネスモデル変⾰

・グローバルに業務のデジタル化・標準化、物流・SCM改⾰（ERP活⽤）
・営業活動環境、開発環境、リモートワーク環境整備（CRM､PLM､､､）
・ビジネス環境の激しい変化に対応できるITインフラの構築、セキュリティ強化
・経営基盤刷新プロジェクト、など

⼈財の強化
・Inner & Business DX 推進のためのＩＴリテラシー向上、⼈財育成

ビジネスモデル変⾰（ Business DX ）
・顧客や社会のニーズに即した、社会課題・特定市場課題を解決する、

ソリューション・サービス事業（IoT活⽤）にビジネスモデル変⾰
・マネタイズ、安全運営に関する取り組み



Business DX 

• 解決したい社会課題
• サービスのご紹介
• 新しい価値の創造
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⼈⼿不⾜や働き⽅改⾰といった社会環境に対し、IoTを活⽤した効率化で現場課題と経営的課題を解決します。現在の業務や作業を
いかに効率化できるかを重視し、最⼩限の投資と時間で実現しやすいIoT「簡易モニタリング」や、カメラを利⽤した画像確認シス
テムなど、予算や課題に応じたさまざまなソリューションをご提案いたします。

Copyright (C) 2022 OPTEX CO., LTD.

解決したい社会課題
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画像遠隔モニタリングサービス

当社が保有するUKのFarsight Security Services Ltd. は、侵⼊
検知センサ連動の遠隔画像モニタリングと侵⼊者対応のサー
ビスを⾏っています。センサーの検知信号を受け、カメラ画
像で状況を確認。侵⼊者への威嚇や警察への出動要請を⾏い
ます。

詳しくはこちら→https://www.farsight.co.uk/
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サービスのご紹介

IoT防犯センサーによる 空き家遠隔⾒守りサービス

LPWA通信モジュールを搭載した電池駆動式の屋外⽤セキュリ
ティセンサーを利⽤することで、建物へ侵⼊される前の検知
と遠隔通知で安全性を強化できます。屋内⽤セキュリティセ
ンサーもラインナップしており、空き家だけでなく別荘・倉
庫・ボートなどさまざまな遠隔地の防犯に活⽤できます。
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⾃動ドア遠隔モニタリングプラットフォーム

⾃動ドアから得られるデータ（稼働情報、速度などの各種設
定値、エラー情報）を提供できる⾃動ドアデータプラット
フォームを構築。収集したデータを活⽤することで、現場か
ら離れた場所でも⾃動ドアの利⽤状況がリアルタイムに可視
化でき、機器や設備の予防保全や保守サポートの効率化を図
ることが可能となります。
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サービスのご紹介

簡易⽔質測定モニタリングサービス

⽔質測定キットで反応させた⽔の⽔質をセンサーで簡易に測
定・数値化し、⽔質データの収集までを⾃動化する、⼀連の
データマネジメントシステムを提供しています。⼈や熟練度
による読み取りばらつきがなく、数値の変化も⼀⽬でわかる
ため、⽔環境モニタリングの体制強化が図れます。
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駐⾞情報管理マネジメント

当社の満空管理システムは、通信＆クラウド＆アプリの技術
を組みわせることで、IoTによる総合的な駐⾞情報管理システ
ムの構築が可能です。例えばスマートフォンのアプリで満空
状況の把握や事前予約ができるサービス。事前に満空情報を
把握することができ、⼤規模商業施設や観光地周辺などの渋
滞緩和が期待できます。
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サービスのご紹介

IoT簡易モニタリング

これまで設備担当者が定期巡回により⾏っていた設備の点検、
故障やトラブルの予兆となる異常発⽣を確認する作業を遠隔
監視対応することで、現場のテレワーク化が簡単に実現でき
ます。今お使いの各種センサーや測定機器に電池駆動式のIoT
無線ユニットを接続するだけで、迅速に運⽤を開始できます。
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⾃動ドアを有効活⽤した新たな顧客体験の創出サービス “OMNICITY (オムニシティ)”。
⾃動ドアセンサーにBeacon機能を搭載し、⾃動ドアを通⾏した⼈のスマートフォンに役
⽴つ情報を配信したり、来店計測を⾏うなどのサービスとの連携が可能です。
店舗では来店時のベストタイミングでの情報配信により、顧客満⾜度と店舗収益性の両
⽅の向上が期待できます。ホテルや病院では、⾃動受付・⾃動チェックインによって業
務効率改善を図れます。さらに、病院から薬局への誘導やホテルからレストランへの誘
導といった新しいサービス提供が創造できます。

Copyright (C) 2022 OPTEX CO., LTD.

新しい価値の創造

業態に応じた各種サービスが実現可能



Inner DX 

• GLOBE G2プロジェクト



私たちは、2011年からGLOBEプロジェクトとして、ロジスティクス、業務システム、⽣産システムの改⾰・刷新にグループ全体で
取り組んでいます。さらに、2018年から GLOBE G2（Generation2）と命名した、SAP S4/HANAを国内外すべてのグループ会社
（14社）に導⼊するプロジェクトが進⾏中です。
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GLOBE G2プロジェクト
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・ 3PL活⽤による物流改⾰
・ 主要販社へSAP b-one導⼊

・ グループ視点での業務改⾰
・ SS事業全体にSAP S/4 HANA導⼊

2011-2014

GLOBE GLOBE
G2

GLOBE
G3

 グループ経営情報の⼀元化
製品別/グループ別売上の把握、事業別/地域など
多くの切り⼝からの連結管理の実現

 経営層向けの経営管理・分析データの可視化
 ⾃社運⽤が可能な意志決定システム

① 経営指標の可視化

 各グループの会計業務統⼀化、共通ルール化
 国内外で標準化されたメッシュによる収益管理を実現
 マスタ管理、コード体系の統⼀化
 連結での過剰在庫情報の削減
 安全在庫、発注点を考慮した所要量計算

② グローバル標準化/共通化

 計数管理の省⼒化(⼿作業・⼆重⼊⼒の排除)
 需要予測〜販売計画の精度向上
 ⼊荷予定に対する在庫引当処理（引当効率向上）
 予算管理の改善

③ 間接業務の合理化/効率化

 ビジネス/事業変化に迅速に対応できる拡張性
（M&A、新会社設⽴時のサービスイン）④ 変化に柔軟な共通基盤

解決したい４つのこと

スピード経営
〜 キビキビと新しい事に挑戦し続ける企業に 〜

2018-2023

実現したいこと

 業務プロセス・ビジネススタイルを変⾰できる
 事業拡⼤への柔軟な対応
 10年先も使い続けられる
 継続した改善、拡張による間接業務圧縮
 法規・法令の遵守とスムースな対応

システムのありたい姿



2018年からスタートした GLOBE G2プロジェクトは、以下のスケジュールにて推進しています。新型コロナウィルス感染症の影響
でスケジュールの⾒直しがありましたが、2023年度よりグループ全体が同じ基盤（シングルインスタンス）での運⽤が始まります。
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GLOBE G2プロジェクト
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2018 2019 2020 2021 2022 2023
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

FSフェーズ(*1)

準備フェーズ

OG/OJ 会計(*2) OJ ONL OE OI

GI

スケジュール⾒直し
⼦会社分の環境構築

OTBV FSI

PaO

OTH

OK

FSS

ZEN

OS

国内3PL稼働(*3)

BI構築(*4) BI改善/拡張

FSI構築(COVID-19のため稼働延期)

ベンダー選定

会計基準/プラント等の体系整理

OG ：オプテックス・グループ（株）
OJ ：オプテックス(株)
ONL ：OPTEX Security B.V.（オランダ）
OE ：OPTEX (EUROPE) LIMITED（英国）
OTBV ：OPTEX TECHNOLOGIES B.V.（オランダ）
OS ：OPTEX SECURITY Sp.z o.o.（フランス）
OI ：OPTEX INCORPORATED（アメリカ）
FSI ：FIBER SENSYS, INC.（アメリカ）
PaO ：OPTEX PINNACLE INDIA PRIVATE LIMITED

（インド）
OTH ：OPTEX(THAILAND) CO., LTD.（タイ）
OK ：OPTEX KOREA CO., LTD.（韓国）
FSS ：FARSIGHT SECURITY SERVICES LTD.（英国）
GI ：（株）ジーニック
ZEN ：技研トラステム（株）

【期間】プロジェクト期間：5年 2019年4⽉より運⽤スタート⽬標
【⼿段】業務プロセス改⾰ / 経営情報の⾒える化
【指標】連結ベースでの係数情報リアルタイム化 / グループ在庫の可視化と削減 / 業務効率⼤幅アップ 120⼈⽉/年の⼯数削減

プロジェクトの概要

(*1) フィジビリティスタディ プロジェクトの実現可能性を事前調査・検討
(*2) 先⾏して、FI、COと、CFI（セントラルファイナンス）を稼働。

(*3) 業務標準化のため、国内3PL稼働を稼働。(海外は、欧州、⾹港ですでに稼働済み）
(*4) BIツールは、SAC（SAP Analytics Cloud）。



⼈財の強化 

• 中期VISION
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中期VISION
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⽣産性の向上

10％
売上成⻑

20％
営業利益率

8っの会社基盤整備

ERP導⼊
業務改⾰

グループ
SCM改⾰

経理発の
業績貢献

元気を⽣む
⼈事制度

源流からの
品質改善

教育制度
ノウハウ伝承
次世代適応

CRM
デジタル

マーケティング

ものづくり⼒
コスト競争⼒

製造技術

私たちは毎年10％の売上成⻑と営業利益率20％を⽬標に掲げています。 その⽬標達成に向け、８つの会社基盤を整備し、これらを
推進する⼈財を育成することで⽣産性を向上させていきます。



DX管理・推進体制



代表取締役社⻑を責任者とする以下の管理体制を構築し、情報セキュリティに係る対策、指導、緊急対応及び報告を⾏います。

情報セキュリティ管理委員会は定期的に開催され、管理・運⽤が適切に実施できていることを確認します。サプライチェーンに
おけるセキュリティ対応も重要です。委員会メンバーである委託先統括部⾨から、展開されます。
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DX管理体制
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情報セキュリティ管理体制

情報セキュリティ管理委員会

代表取締役社⻑

事業部⾨

⼦会社 ⼦会社IT責任者

委託会社 法務部⾨

⼈事部⾨

IoTシステムオーナー

グループ
コンプライアンス委員会

広報部⾨

内部監査
情報処理安全確保⽀援⼠

外部監査

委託先統括部⾨

株主・顧客

委員⻑
情報セキュリティ責任者 情報システム部⾨事務局



企業にとって、DX推進が経営課題の最も重要な課題の⼀つです。弊社の情報システム部⾨の部署名は、DX推進部です。ミッション
の全てがDX推進であることを表しています。また、担当取締役が情報セキュリティ責任者となり、経営と⼀体感を持った取り組みを
進めています。
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DX推進体制
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代表取締役 社⻑

戦略本部

事業部⾨

事業推進本部

取締役会

全体デザイン、新価値創造

ビジネスモデル変⾰推進、モノとサービスの融合

管理本部

品質管理本部

DX推進部

事業推進部

設計管理部

開発・製造 プロセス標準化

グループSCM、出荷業務（国内、海外）

◎Business DX推進
製品・サービスを⽀えるIT基盤の運⽤・維持・最適化の実現

◎ Inner DX推進
スピード経営を実現するIT基盤の構築

◎ ITリテラシー向上を含めたセキュリティ強化
安定かつ安全なIT基盤運営とセキュリティ強化

DX推進部のミッション




